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５ ある正方形Ｐの周の内側に沿って，半径 1cm の円が 1 周します。この円が通った

部分の図形の面積は 111.14cm ２でした。次の問いに答えなさい。ただし，円周率は

3.14 とします。

(1) 正方形Ｐの 1 辺の長さは何 cm ですか。

(2) 正方形Ｐのそれぞれの頂点から 1 辺が 2cm の正方形を 4 つ切り取った図形をＱと

します。半径 1cm の円がＱの周の内側に沿って 1 周するとき，この円が通った部

分の図形をＸとします。また，半径 1cm の円がＱの周の外側に沿って 1 周すると

き，この円が通った部分の図形をＹとします。

① 解答らんの太線は，図形Ｑの周の一部分です。この部分の図形Ｘを解答らんの

図にかき込み，斜線で示しなさい。
しや

② 図形Ｘの面積と図形Ｙの面積の差は何 cm ２ですか。
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(1) 右図の斜線部分の面積は

111.14 ÷ 4 ＋(1 × 1 － 1 × 1 × 3.14 ÷ 4)
＝ 27.785 ＋(1 － 0.785)＝ 28cm ２ となるので

斜線部分の長方形の縦の長さは

28 ÷(1 ＋ 1)＝ 14cm。

よって，正方形Ｐの 1 辺の長さは

14 ＋(1 ＋ 1)＝ 16cm です。

(2)① 半径 1cm の円がＱの内部に沿って

1 周するとき，この円が通った部分

である図形Ｘの一部分は右図の

斜線部分のようになります。

② 右図で，赤の斜線部分は図形Ｙの一部。

右図の赤の太線内のＸとＹの面積に

ついて･･

Ｘの面積は(2 × 2)× 2 －(1 － 0.785)× 2

＋ 2 × 2 × 3.14 ×

＝ 8 － 0.43 ＋ 3.14
＝ 10.71cm ２ 。

Ｙの面積は(2 × 2)× 3 －(1 － 0.785)

＋ 2 × 2 × 3.14 × × 2

＝ 12 － 0.215 ＋ 6.28
＝ 18.065cm ２ となるので，

差は 18.065 － 10.71 ＝ 7.355cm ２ 。

ＸとＹの面積の全体の差はこの 4 倍なので，7.355 × 4 ＝ 29.42cm ２ です。
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